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風力計歓
喜
の
瞬
間
！

　
令
和
元
年
7
月
22
日（
月
）午
前
4
時
40
分
と

い
う
時
を
一
生
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
開
票
日
の
21
日（
日
）19
時
頃
か
ら
、
日
本
薬

剤
師
連
盟
の
役
員
、組
織
強
化
委
員
、企
画
実
行

委
員
、東
京
都
薬
剤
師
連
盟
の
方
々
、薬
剤
師
の

国
会
議
員
の
先
生
方
、支
援
団
体
の
皆
さ
ん
、一

般
紙・
業
界
紙
の
記
者
の
皆
さ
ん
な
ど
が
続
々

と
選
挙
事
務
所
に
参
集
し
て
こ
ら
れ
、
テ
レ
ビ

の
開
票
速
報
に
見
入
り
ま
し
た
。
比
例
区
の
開

票
は
翌
日
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
も
、

ひ
ょ
っ
と
し
て
と
い
う
期
待
の
思
い
で
そ
の
時

を
待
っ
て
い
ま
し
た
が
、
結
局
22
日
を
迎
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
ま
だ
か
ま
だ
か
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
、
テ
レ
ビ
の
音
が
う
る
さ
い
と
の
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
て
き
た
と
、
選
挙
事
務
所
に
現
わ
れ

た
警
察
官
か
ら
注
意
さ
れ
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン

グ
も
起
こ
り
ま
し
た
。

　
2
時
を
回
り
、
一
部
の
メ
デ
ィ
ア
が
当
選
確

実
を
報
じ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏

ま
え
、
N
H
K
が
当
選
確
実
を
伝
え
る
ま
で
、

じ
っ
と
我
慢
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
複

数
の
メ
デ
ィ
ア
が
当
確
情
報
を
伝
え
る
中
で
、

「
N
H
K
よ
、
早
く
出
せ
!
」
と
の
声
が
何
回
も

上
が
り
始
め
た
こ
ろ
、「
本
田
顕
子
　
当
選
確

実
」の
文
字
が
テ
レ
ビ
画
面
に
映
し
出
さ
れ
、
一

斉
に「
ヤ
ッ
タ
ー
!
」の
叫
び
声
が
事
務
所
中
に

轟
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
全
員
が
立
ち
上
が
っ
て
拍
手
で
候

補
者
を
迎
え
、
お
礼
の
挨
拶
と
万
歳
三
唱
が
な

さ
れ
、
そ
の
模
様
が
ス
カ
イ
プ
で
熊
本
の
事
務

所
に
中
継
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
瞬
間
の
為
に
全
国
の
支
援
者
が
頑
張
っ

た
の
だ
と
い
う
思
い
が
胸
に
広
が
り
ま
し
た
。

や
り
ま
し
た
ね
!
本
田
さ
ん
!!

日本薬剤師連盟
副会長  石井 甲一
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本
田
あ
き
こ
参
議
院
議
員
が
初
登
院
! !

臨
時
国
会
が
召
集
さ
れ
、

1
（木）

８
　
暦
の
上
で
の
初
秋
と
は
名
ば
か
り
、
8
月
の
暑

さ
が
そ
の
ま
ま
居
座
っ
た
様
な
、
し
の
ぎ
に
く
い

毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
会
員
各
位
に
お
か
れ

て
は
、
ご
健
勝
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
い
た

し
ま
す
。
9
月
号
の
パ
ワ
ー
の
紙
面
で
残
暑
に
も

め
げ
ず
、
ご
挨
拶
が
で
き
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
半
世
紀
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、

日
本
薬
剤
師
連
盟
並
び
に
日
本
薬
剤
師
会
が
切
望

し
て
き
た
二
人
目
の
組
織
代
表
を
「
国
政
の
場
に

送
る
」
と
い
う
悲
願
が
成
就
し
て
は
や
2
か
月
が

経
過
し
ま
し
た
。
2
年
余
の
期
間
を
か
け
て
、
本

田
顕
子
先
生
が
全
国
の
薬
剤
師
仲
間
に
「
自
ら
の

政
治
信
条
や
、
す
べ
て
の
薬
剤
師
の
た
め
に
何
を

す
る
の
か
」
を
訴
え
、
支
持
の
輪
を
広
げ
て
、
厳

し
い
第
25
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
を
勝
ち
抜
き
、

我
々
薬
剤
師
の
代
表
と
し
て
8
月
1
日
初
登
院
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
っ
た
一
人
の
参
議

院
議
員
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
と
、

「
ど
れ
ほ
ど
の
力
に
な
る
の
か
?
」「
何
か
大
き
く

変
わ
る
の
か
?
」
と
い
っ
た
声
も
聴
か
れ
ま
す
が
、

そ
れ
は
近
視
眼
的
な
見
方
、
い
ず
れ
そ
の
効
果
を

我
々
は
目
の
当
た
り
に
す
る
は
ず
で
す
。
確
か
に

　
7
月
22
日
未
明
の
本
田
あ
き
こ
選
挙
事
務
所
は
、

ま
さ
に
歓
喜
の
瞬
間
を
チ
ー
ム
で
共
有
し
た
時
間

で
し
た
。
N
H
K
が
当
選
確
実
を
伝
え
た
の
は
4

時
40
分
で
し
た
。
私
は
、
選
挙
事
務
所
近
く
に
待

機
し
て
い
た
た
め
、
当
選
確
実
が
決
ま
る
ま
で
の

時
間
は
共
有
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
ま
で

の
選
挙
事
務
所
の
様
子
は
、
当
日
撮
影
さ
れ
た
写

真
を
通
し
て
後
刻
知
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
を
食
い

入
る
よ
う
に
見
つ
め
る
姿
、
手
を
合
わ
せ
祈
る
よ

う
に
見
つ
め
る
姿
、
も
し
か
し
て
!
と
立
ち
上

が
っ
て
い
る
姿
…
4
時
40
分
ま
で
の
約
9
時
間
近

い
歓
喜
の
瞬
間
ま
で
の
支
援
者
の
皆
様
の
様
子
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
時
間
は
各

県
で
も
同
様
で
あ
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
。

　
皆
様
が
最
後
ま
で
見
守
っ
て
下
さ
っ
た
こ
と
。

聞
け
ば
聞
く
程
、
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
た
、

選
挙
事
務
所
の
様
子
は
、
ス
カ
イ
プ
で
熊
本
の
後

援
会
事
務
所
に
も
中
継
し
て
い
た
だ
き
、
私
の
居

住
区
の
皆
様
と
も
喜
び
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
当
選
が
決
ま
っ
た
瞬
間
の
こ
と
、
初
登
院
の
こ

と
は
既
に
P
O
W
E
R
号
外
や
オ
レ
ン
ジ
日
記
等

薬
剤
師
の
参
議
院
議
員
が
二
人
に
な
っ
た
か
ら
と

言
っ
て
、
手
の
ひ
ら
を
返
す
よ
う
に
世
の
中
の
対

応
が
変
わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

全
国
の
薬
剤
師
が
一
丸
と
な
っ
て
一
つ
の
目
的
に

邁
進
し
、
そ
し
て
結
果
を
出
せ
た
こ
と
は
、
我
々

に
と
っ
て
は
大
き
な
自
信
と
な
り
、
他
か
ら
見
れ

ば
薬
剤
師
は
侮
れ
な
い
存
在
に
な
っ
た
と
感
じ
て

い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
地
域
事
情
や

し
が
ら
み
を
背
負
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
乗
り
越
え

て
自
分
た
ち
で
決
め
た
代
表
を
、
惑
う
こ
と
な
く

支
援
し
続
け
、
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
事
を
支
援

者
の
皆
様
と
素
直
に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
現

場
で
働
く
多
く
の
薬
剤
師
の
努
力
が
報
わ
れ
る
よ

う
本
田
先
生
に
は
、
藤
井
先
生
と
と
も
に
薬
剤
師

の
た
め
の
発
言
を
絶
え
間
な
く
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
我
々
も
お
二
人
が
心
置
き
な
く
政
治

の
場
で
ご
活
躍
で
き
る
よ
う
、
精
一
杯
支
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
夏
に
経
験
し
た
喜
び

を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
皆
様
の
ご
支
援
を

得
て
、
日
薬
連
盟
は
次
の
目
標
に
向
け
て
行
動
を

開
始
し
ま
す
。
ご
一
緒
に
次
の
歓
喜
の
瞬
間
に
向

け
て
邁
進
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

を
通
し
て
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
の
で
省
略
致

し
ま
す
。
臨
時
国
会
は
8
月
1
日
に
召
集
さ
れ
、

5
日
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
後
私
は

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
お
礼
回
り
と
残
務
整

理
を
し
な
が
ら
、
秋
か
ら
の
臨
時
国
会
の
た
め
の

準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
の
出
陣
式
の
日
、
私

は
ご
参
集
の
皆
様
の
前
で
、
医
療
制
度
の
未
来
の

た
め
に
、
素
晴
ら
し
い
薬
業
の
役
割
が
令
和
の
時

代
に
一
層
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
国
政
の
場
で
の

発
言
権
を
勝
ち
取
り
た
い
と
訴
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
皆
さ
ま
の
お
蔭
で
や
っ
と

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
た
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
す
ぐ
に
頂
上
ま
で
登
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
充

分
承
知
し
て
い
ま
す
が
、「
高
く
て
登
れ
な
い
。」

と
思
う
の
で
は
な
く
、
一
つ
一
つ
出
来
る
事
か
ら

始
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
は
変
わ
っ
て
も
、
論
語
の
精
神
“
下

学
上
達
”
で
す
。
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
!

参
議
院
選
挙
を
終
え
て
の
挨
拶

日
本
薬
剤
師
連
盟 
会 

長  

山
本
　
信
夫

参
議
院
議
員
選
挙
を
終
え
て

参
議
院
議
員  

本
田
　
顕
子
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7月19日（金）、20日（土）　[福岡]
大牟田市、大川市、朝倉市等を街宣。最終日は
福岡市内を街宣し、福岡市薬剤師会館において
マイク納め。

標旗１ 標旗2 標旗3 標旗4
北海道（7月4日~8

日）
▼

青森（9日）
▼

秋田（10日）
▼

岩手（11日）
▼

宮城（12日~14日）
▼

山形（15日）
▼

福島（16日、17日）
▼

栃木（18日）
▼

群馬（19日、20日）

福井（7月4日、5日）
▼

石川（6日~8日）
▼

富山（9日）
▼

新潟（10日）
▼

長野（11日）
▼

山梨（12日）
▼

埼玉（13日、14日）
▼

神奈川（15日、16日）
▼

千葉（17日）
▼

東京（18日~20日）

静岡（7月4日、5日）
▼

愛知（6日、7日）
▼

奈良（8日）
▼

岐阜（9日）
▼

三重（10日、11日）
▼

滋賀（12日）
▼

京都（13日）
▼

愛知（14日）
▼

和歌山（15日、16日）
▼

大阪（17日）
▼

兵庫（18日、19日）
▼

大阪（20日）

山口（7月4日、5日）
▼

広島（6日~8日）
▼

島根（9日）
▼

鳥取（10日）
▼

岡山（11日、12日）
▼

香川（13日、14日）
▼

愛媛（15日、16日）
▼

高知（17日、18日）
▼

徳島（19日、20日）

標旗１

標旗2

標旗3
標旗4

標旗１
標旗2
標旗3
標旗4

7月4日（木）、5日（金）　[福岡▶熊本]
福岡県北九州市で出陣式を行い、田川市、飯塚市
等を経て熊本県へ引き継ぎ。

19

7月17日（水）、18日（木）　[佐賀▶福岡]
伊万里市、唐津市、佐賀市、鳥栖市等を経て福岡
県（久留米市）へ引き継ぎ。

8

7月15日（月・休）、16日（火）　[長崎▶佐賀]
長崎市、諫早市、小林市、大森市、佐世保市等を
経て佐賀県（武雄市）へ引き継ぎ。

7

7月8日（月）、9日（火）　[大分▶宮崎]
中津市、日田市、別府市、臼杵市、津久見市、佐伯
市等を経て宮崎県へ引き継ぎ。

3

7月10日（水）、11日（木）　[宮崎▶鹿児島]
延岡市、日向市、日南市、宮崎市、小林市、都城市
等を経て鹿児島県へ引き継ぎ。

4

7月6日（土）、7日（日）
[熊本▶大分]
熊本北西部、阿蘇市等を経て大分県に引き継ぎ。

2

6

7月14日（日）
[熊本▶長崎]
水俣市等を経て、熊本
港からフェリーで長
崎県（島原市）へ引き
継ぎ。

5

7月12日（金）、13日（土）
[鹿児島▶熊本]
鹿児島市、川内市、出水市等を経て熊本
県へ引き継ぎ。

1

2
3

4
5

6
7

8

9

スタート

スタート

スタート

スタート

ゴール
スタート

街宣車活動：九州ルート

標旗リレー
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本田あきこの選挙戦！！
　第25回参議院議員通常選挙においては、本田あきこ候補は専ら地元熊本県内を街宣車とともに選挙運動を行い、もう一
台の街宣車は沖縄以外の九州各県を街宣するという、これまでにない活動を展開した。このため、九州以外の都道府県に
おいては、街宣車によらない活動を展開することとし、4本の標旗を4つのルートでリレーし、選挙ビラの配布等の活動を
行った。

早朝、東京四谷・須賀神社で必勝祈
願。10時、東京品川で出陣式。熊本・
加藤神社で必勝祈願。19時、熊本で
の出陣式。

1日目｜7月4日（木） ☂

合志市、山鹿市、菊池市を中心に街宣。
スポット演説場所に、地元県議の応援
が入る。昼は土砂降りの中、自民党熊
本県連会長が辻立ち応援。菊池郡市
薬剤師会地区研修会で幕間演説。

7日目｜7月10日（水） ☁→☂

熊本市、八代市、上益城郡、南阿蘇村等
を中心に街宣。早朝、熊本県の台所、
田崎市場を練り歩き。市場関係者一
人一人と握手。その後、県央でスポッ
ト演説を中心に街宣。

8日目｜7月11日（木） ☂

人吉市、球磨郡を中心に街宣。1市9
町村全てはまわれなかったが、広い球
磨郡を地元県議の応援を得て遊説を
展開。その後、加藤神社の役員会議で
幕間演説。

9日目｜7月12日（金） ☀

熊本市内を街宣。大雨のため道路が
冠水。街頭演説は中止。雨の音が大
きく、街宣車の呼びかけも歩道に届か
ない状態。夜、学校薬剤師研修会で幕
間演説。中川雅治前環境大臣と松村
祥史参議院議員が応援弁士として緊
急来熊。会場はこの訪問に感激！

10日目｜7月13日（土） ☂☂☂

熊本市、玉名郡南関町・和水町を中心
に街宣。早朝、熊本駅前でビラ配り。
本籍地の南関町を中心に遊説。昼の
スポット演説場所には、100名を超え
る皆様が集まってくださる。夜は、福
岡大学の同窓会に飛び入り参加。

6日目｜7月9日（火） ☀

熊本市西区を中心に街宣。選挙期間
中は雨が多く、長靴とレインコートの
着脱の繰り返し。市内団地遊説に地
元県議の応援あり。

11日目｜7月14日（日） ☂

熊本最南端の牛深で街宣。夜は天草
市で個人演説会。地元県議の先生方
も応援弁士として参加。（天草泊）

12日目｜7月15日（月） ☀

小国町、南小国町、産山村を中心に街
宣。とかしきなおみ衆議院議員来熊。
滞在時間3時間の間、マイクを離すこ
となく車中遊説。社内スタッフのテン
ションも上がる。

15日目｜7月18日（木） ☁

熊本市、県北を中心に街宣。多くの県
議の先生方の応援あり。推薦をいた
だいた漁協の皆さんの呼びかけで河
内漁港でのスポット演説が実現。前
川自民党県連会長も緊急合流。夜、玉
名学術講演会で幕間演説。

16日目｜7月19日（金） ☁・☂

選挙戦最終日。熊本市内を街宣。11
時から多数の応援弁士、自治会や自民
党女性部の皆さんと地元花園地区内
を桃太郎遊説。遊説中、自民党機関誌

「りぶる」の取材を受ける。その後、大
雨となったため、マイク納めは室内（薬
剤師会館内）に変更。富永県薬会長、
丸目市薬会長、中山地元選対本部長、
山本日薬連盟会長、藤井参議院議員
の応援演説をいただく。本田候補は、
17日間の選挙戦に対する感謝と最後
の最後までのご支援のお願いをし、マ
イク納め。

最終目｜7月20日（土）☁→☂☂☂

益城町、御船町、甲佐町、宇土市を中
心に街宣。仮設住宅でのスポット演
説では、震災時の薬剤師の役割に触
れる。復旧・復興への思いを込めて挨
拶。宇城薬学会で幕間演説後、会場ロ
ビーで、佐賀県薬剤師会とスカイプ通
話。画面を通して、佐賀県の皆さんに
支援のお願い。

14日目｜7月17日（水） ☁→☂

荒尾市、玉名市等県北部を中心に街宣。

2日目｜7月5日（金） ☀

天草市、苓北町、姫戸町等県南部を中
心に街宣。天草郡市薬剤師会の夏季
セミナーにて幕間演説。

3日目｜7月6日（土） ☀

阿蘇地方（大津町、合志市）を中心に街
宣。初夏の雄大な阿蘇の自然の美しさ
を感じつつも、震災復旧の道路や山肌
を見ながら、復興に思いを込めて遊説。

5日目｜7月8日（月） ☀

熊本市内（西区、中央区を中心）で街
宣。辛島公園で決起集会（応援弁士多
数）。その後、熊本県・市薬剤師連盟の
ボランティアの方々と一緒に、市内中
心部アーケード街を桃太郎遊説。夜
は、天の川にもすがる思いで団地遊説。

4日目｜7月7日（日） ☀

13日目｜7月16日（火） ☀

水俣市、葦北郡を中心に街宣。前自民党
県連会長の激励あり。福祉施設で挨拶。

スタート

ゴール

本田あきこ、熊本県内の戦いの軌跡
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ありがとう
ございました

薬
剤
師
の
見
識

　

今
年
か
ら
来
年
度
に
は
多
く
の
行
事
が

犇ひ
し

め
い
て
い
る
。
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
、

７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
が
あ
っ
た
。
当

薬
剤
師
連
盟
も
参
議
院
選
挙
比
例
区
で
組

織
内
候
補
を
た
て
当
選
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
本
田
顕
子
氏
に
は
こ
れ
か
ら
の
議
員

活
動
に
期
待
し
て
い
る
。

　

さ
て
、本
年
9
月
よ
り
、全
国
各
地
で
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、

一
年
後
に
は
２
回
目
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
様
に
慌
た
だ
し

い
２
年
間
に
な
っ
て
い
る
。
私
は
、
55
年

前
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
家
で
テ
レ
ビ

観
戦
を
し
、
特
に
マ
ラ
ソ
ン
で
は「
裸
足
の

ア
ベ
ベ
選
手
」、
女
子
バ
レ
ー
で
は
「
東
洋

の
魔
女
」
が
話
題
と
な
り
テ
レ
ビ
を
観
て

い
た
記
憶
が
蘇
っ
て
く
る
。

　

ラ
グ
ビ
ー
は
わ
が
国
で
は
マ
イ
ナ
ー
な

ス
ポ
ー
ツ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
メ
ジ
ャ
ー
）

で
あ
る
が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
し
て
日

本
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る
。
ラ
グ
ビ
ー

の
歴
史
は
1
8
0
0
年
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

か
ら
始
ま
り
、
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
走
る
こ

と
は
1
8
3
0
年
代
に
一
般
的
に
な
り
、

1
8
5
0
年
代
と
1
8
6
0
年
代
に
連

合
王
国
中
で
人
気
と
な
っ
た
。
約
2
0
0

年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
中
流
階
級
か
ら
上

流
階
級
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
盛
ん
に
な
り

「
紳
士
の
ス
ポ
ー
ツ
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
様
に
各
国
で
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
見

識
が
違
い
、ま
た
米
国
で
は
ア
メ
フ
ト
、バ

ス
ケ
、
野
球
等
が
メ
ジ
ャ
ー
と
な
っ
て
い

る
。
折
角
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
日
本
で
行

わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、メ
ジ
ャ
ー
、マ
イ

ナ
ー
問
わ
ず
歓
待
し
、
ラ
グ
ビ
ー
の
歴
史

を
知
っ
た
上
で
観
戦
す
る
こ
と
に
し
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　

薬
剤
師
の
業
務
も
こ
れ
ら
と
同
様
で
、

様
々
な
分
野
が
あ
る
こ
と
を
も
う
少
し
考

え
、
こ
れ
か
ら
は
視
野
の
広
い
薬
剤
師
と

な
り
、
国
民
の
医
療
に
携
わ
っ
て
欲
し
い

と
思
う
。

�

（
T
・
A
）

編集後記

●
広
報
委
員

　
　

安
東　

哲
也
、石
井　

甲
一

　
　

小
野　

春
夫
、鳥
海　

良
寛

　
　

大
澤　

泰
輔
、大
原　
　

整

　
　

近
藤
直
緒
美
、渡
邊
美
知
子

　7月の参議院議員選挙、本田あきこさんは見事に初当選を果たされました。
皆様方の熱い思いが実を結んだものと、改めてお祝い申し上げたいと思いま
す。3年毎に参議院へ薬剤師議員を送り出すことは、皆さんと同様に私にとっ
ても長年の願いでありました。今回こうして本田先生を参議院にお迎えでき
たことは、何よりの慶びです。
　選挙後初となる第199回臨時国会は、8月2日に召集されました。今上天皇
を初めてお迎えしての開会式には、大勢の人が訪れ、参議院本会議場の傍聴席
を埋め尽くしました。また、本会議では議長に自民党の山東昭子氏、副議長に
立憲民主党の小川敏夫氏を選出した他、常任委員長の選任、特別委員会の設置

等の必要な手続きを行い、閉会しました。先の通常国会で継続審議となった薬
機法等改正法案は、9月に予定される内閣改造と自民党役員人事後に召集され
る、秋の臨時国会にて審議されることとなります。
　我が国の医療費は、人口の高齢化や医療技術の高度化に伴い毎年確実に増加
しており、10月には消費税率が8%から10%へ引上げられますが、その適正化
と効率化を進めていくことは、引き続き求められるところとなっています。
　財務省の財政審議会が6月19日に取りまとめた「令和時代の財政のあり方
に関する建議」では、国民皆保険を維持していく観点から、適切な保険給付のあ
り方を検討していく必要があるとし、「大きなリスクは共助、小さなリスクは自
助」との考えのもと、薬剤費について、医薬品の種類に応じた保険給付率設定や、
OTC類似薬の給付のあり方の見直し等、自己負担の引上げを求めています。ま
た、調剤報酬について、調剤業務の機械化等の実態や薬剤師の業務範囲の明確
化を踏まえ、対物業務から対人業務へのシフトが必要としています。
　来春は、2年に1回の診療報酬・調剤報酬の改定期となります。適正な医療
を確保するため、本田先生とともに必要な財源の確保に努めて参りたいと思い
ます。

Report
もとゆき 藤井もとゆき国会レポート

令和初の国会召集

薬剤師・薬学博士
自由民主党組織運動本部本部長代理・参議院議員

藤井もとゆき

　
5
月
28
日
（
火
）
、
都
内
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
薬
剤
師
首
長
・
地
方
議
員
意

見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
馬
場
常
任
総
務
の
司
会
で
会
議
が
進

め
ら
れ
た
。
山
本
会
長
に
よ
る
挨
拶
に

始
ま
り
、
薬
剤
師
国
会
議
員
4
名
（
松

本
純
衆
議
院
議
員
、
藤
井
基
之
参
議
院

議
員
、
と
か
し
き
な
お
み
衆
議
院
議

員
、
逢
坂
誠
二
衆
議
院
議
員
）
よ
り
ご

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　
そ
の
後
、
本
連
盟
役
員
に
よ
り
「
日

本
薬
剤
師
連
盟
の
現
状
報
告
」
と
し

て
、
薬
剤
師
地
方
議
員
の
状
況
、
直
近

の
政
治
課
題
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ

た
後
、
第
25
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
本
連

盟
の
組
織
内
統
一
候
補
で
あ
る
本
田
あ

き
こ
副
会
長
（
当
時
）
か
ら
挨
拶
が
な

さ
れ
た
。

　
次
に
、
出
席
さ
れ
た
薬
剤
師
首
長
・

地
方
議
員
よ
り
近
況
報
告
と
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
最
後
に
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
、
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

薬
剤
師
首
長・地
方
議
員
意
見
交
換
会
　
開
催

出席した薬剤師首長・地方議員
紹　介

北海道 江別市長 
三好 昇 山形県 天童市議会議員 

山口 桂子 愛知県 東海市議会議員 
井上 正人

愛知県 愛知県議会議員 
稲本 和仁

和歌山県 高野町長 
平野 嘉也

兵庫県 西宮市議会議員 
植田 篤治

佐賀県 唐津市長 
峰 達郎

福岡県 福岡県議会議員 
江頭 祥一

北海道 赤平市議会議員 
北市 勲 栃木県 栃木県議会議員 

山口 恒夫 愛知県 一宮市議会議員 
中村 一仁 島根県 浜田市議会議員 

川神 裕司 長崎県 長崎県議会議員 
宮本 法広

北海道 滝川市議会議員 
荒木 文一 群馬県 伊勢崎市議会議員 

森田 修 三重県 多気町議会議員 
松浦 慶子 岡山県 総社市議会議員 

村木 理英 熊本県 玉名市議会議員 
北本 将幸

宮城県 白石市議会議員 
平間 知一 千葉県 茂原市議会議員 

市原 健二 大阪府 吹田市議会議員 
池渕 佐知子 広島県 府中町議会議員 

上原 貢 鹿児島県 鹿児島県議会議員 
寶來 良治

山形県 山形市議会議員 
齊藤 栄治 千葉県 鴨川市議会議員 

久保 忠一 大阪府 茨木市議会議員 
河本 光宏 広島県 安芸高田市議会議員 

山根 温子


